






























－ －1

， ， 。次頁以降は 監督員の指示があるまで 開いてはいけません

〔 〕筆 記 試 験 試験時間 2時間20分

（追加試験分）

試験が始まる前に， 。次の注意事項をよく読んでおいてください

１ 答案用紙 マークシート の記入方法について． （ ）

ＨＢの鉛筆（又はＨＢの芯を用いたシャープペンシル）を使用して 答案用紙（１） ，

， （ ） 。に例示された「良い例」にならって マーク 濃く塗りつぶす してください

， 。色鉛筆及びボールペン等は 絶対に使用しないでください

（２）訂正する場合は， できれいに，完全に消してください。プラスチック消しゴム

（３）答案用紙の記入欄以外の余白及び裏面には，何も記入しないでください。

（４）答案用紙には， ， ， ， を必ず記入してください。受験番号 氏名 生年月日 試験地

特に， して，右の記入例に従って正しく記入，マーク受験番号は受験票と照合

してください。

受験番号に「 」がある場合， しないよう特に注意注) １ 誤って「０」にマーク

してください。

２ 解答の記入方法について．

（１）解答は四肢択一式ですから， してください。１問につき答えを１つだけ選択（マーク）

（２）答案用紙に解答を記入する場合は，次の例にならって答案用紙の解答欄の符号にマークしてください。

（解答記入例）

問 い 答 え

日本で一番人口の多い都道府県は。 北海道 東京都 大阪府 沖縄県イ． ロ． ハ． ニ．

正解は ですから，答案用紙には，「ロ 」．

のように正解と思う選択肢記号の を濃く塗りつぶしてください。

答案用紙は 機械で読み取りますので 「１ 答案用紙 マークシート の記入方法について 「２ 解答の記入方法について」の， ． （ ） ．， ，」

， 。指示に従わない場合は 採点されませんので特に注意してください

＜筆記試験受験上の注意事項＞

（１） ， ， ， ・ ， 。電卓（電子式卓上計算機 スマートフォン 携帯電話 ＰＨＳ及び電卓機能 通信機能のある時計等は 使用できません）

（持参した場合は 電源を切って しまっておいてください）， ，

（２）机の上に出してよいものは，次のものだけです。

受験票 写真票 ＨＢの鉛筆（シャープペンシルを含む） 鉛筆削り プラスチック消しゴム 時計・ ・ ・ ・ ・ ・

透明な定規 ストップウォッチ 眼鏡 ルーペ・ ・ ・ ・

試験問題に使用する図記号等と国際規格の本試験での取り扱いについて

１ 試験問題に使用する図記号等．

」 「 」平成30年度の試験問題に使用される図記号は 原則として｢JIS C 0617-1～13電気用図記号 及び JIS C 0303：2000構内電気設備の配線用図記号，

。を使用することとします

２ 「電気設備の技術基準の解釈」の適用について．

「電気設備の技術基準の解釈について」の第 条，第 条の「国際規格の取り入れ」の条項は平成３０年度の試験には適用しません。218 219

第一種
平成３０年度

（ ）受験番号記入例

受験番号 の場合01023456F

受 験 番 号
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（マーク記入前） （マーク記入後）
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（問題数 ，配点は 問当たり 点）問題１ 一般問題． 40 1 2

次の各問いには４通りの答え ， ， ， が書いてある。それぞれの問いに対して答えを１つ選びなさい。（イ ロ ハ ニ）

問 い 答 え

図のように，磁束密度 の磁界中に，磁界1 B

の方向と直角に置かれた直線状導体(長さ )L

に電流 が流れると，その導体に電磁力I

が発生するが，その電磁力の方向を ．フレミングの右手の法則F LIB= イ

知るために用いられる法則は。 ．クーロンの法則ロ

．フレミングの左手の法則ハ

．キルヒホッフの法則ニ

図のような直流回路において，電源電圧は2

，抵抗 に流れる電流が である。104 V 6 AR2

抵抗 の抵抗値［ ］は。R1 W

5 6.8 13 20イ． ロ． ハ． ニ．

図のような交流回路において，電源電圧は3

，電流は ，抵抗 の両端の電圧は100 V 20 A R

。 ［ ］ 。80 Vであった リアクタンス の値 はX W

2 3 4 5イ ロ ハ ニ． ． ． ．

図のような交流回路において，電源に流れ4

る電流 の値［ ］は。I A

5 10 20 30イ ロ ハ ニ． ． ． ．

8 W

104 V

64 V

R1 R2

6 A

100 V 5 W 10 W

I

10 W

B

F=LIBI

L

R 80 V

20 A

100 V

X
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問 い 答 え

I5 図のような三相交流回路において，電流

の値［ ］は。A

図のような配電線路において，負荷の端子6

電圧 ，電流 ，力率 ％（遅れ）で200 V 10 A 80

ある。 線当たりの線路抵抗が ，線路1 0.4 W

sリアクタンスが であるとき，電源電圧0.3 W V

の値［ ］は。V

205 210 215 220イ ロ ハ ニ． ． ． ．

7 200 V 8図のように，定格電圧 ，消費電力

，力率 （遅れ）の三相負荷に電気をkW 0.8

供給する配電線路がある。この配電線路の電力

損失［ ］は。W

ただし，配電線路の電線 線当たりの抵抗1

は とする。0.1 W

100 150 250 400イ ロ ハ ニ． ． ． ．

V［V］
3φ3 W
電 源

4 W

9 W9 W

9 W 4 W4 W

V［V］

I

V［V］

3
5

V
．　ニ5

V
．　ハ

5 3

V
．　ロ

2

17 3

V
．　イ

0.4 W

0.4 W

力率
80％負

荷

0.3 W

0.3 W

10 A

200 V

3φ3 W
電 源

0.1 W

0.1 W

0.1 W

配電線路
三相負荷 8 kW
力率 0.8（遅れ）

200 V

200 V

200 V
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問 い 答 え

18 3図のような単相 線式回路で，抵抗負荷 R

には ，抵抗負荷 には の電流が流40 A 20 AR2

れている。変圧器の一次側に流れる電流 のI

値［ ］は。A

ただし，変圧器の励磁電流と損失は無視す

るものとする。

1 2 3 4イ． ロ ハ ニ． ． ．

9 100 kV A 80 kW 80容量 ・ ，消費電力 ，力率

％（遅れ）の負荷を有する高圧受電設備に

高圧進相コンデンサを設置し，力率を ％93

(遅れ）程度に改善したい。必要なコンデンサの

定格容量 ［ ］として， 。QC kvar 適切なものは

ただし， が のときの は0.93

とする。0.38

20 30 50 75イ ロ ハ ニ． ． ． ．

三相誘導電動機の結線①を②，③のように10

変更した時，①の回転方向に対して，②，③

正しいものは。の回転に関する記述として，

．②は回転せず，③は①と同じ方向に回転する。イ

．③は①と逆方向に回転し，②は①と同じ方向に回転する。ロ

．②は①と逆方向に回転し，③は①と同じ方向に回転する。ハ

．②，③とも①と逆方向に回転する。ニ

床面上 [ ]の高さに，光度 [ ]の点光源11 m cdr I

がある 光源直下の床面照度 [ ]を示す式は ． ． ． ．。 。E lx イ ロ ハ ニ

6 000 V

I
100 V

100 V

R1

R2

40 A

20 A

2cos 2tan

θ1
θ2

80 kW

1

100 kV・A

2

C

U V W

②

R
S
T

U V W

③

U V W

①

三相交流

回
転
方
向

R
S
T

R
S
T

2r

I
E

 r
I

E2

2

r

I
E

r
I

E
2



－ －6

問 い 答 え

変圧器の出力に対する損失の特性曲線に12

おいて， が鉄損， が銅損を表す特性曲線 ． ． ．a b イ． ロ ハ ニ

として， 。適切なものは

．

アルカリ蓄電池に関する記述として， 過充電すると電解液はアルカリ性から中性に変化する。13 正し イ．

。 充放電によって電解液の比重は著しく変化する。いものは ロ．

セル当たりの公称電圧は鉛蓄電池より低い。ハ．1

過放電すると充電が不可能になる。ニ．

写真に示す矢印の機器の名称は。14

タイムスイッチイ．

熱動継電器ロ．

自動温度調節器ハ．

漏電遮断器ニ．

写真の照明器具には矢印で示すような表示15

,マークが付されている｡この器具の用途として

。適切なものは

．クリーンルーム専用として使用する。イ

．フライダクトに設置して使用する。ロ

．断熱材施工天井に埋め込んで使用できる。ハ

．非常用照明として使用できる。ニ

太陽電池を使用した太陽光発電に関する 太陽電池は，一般に半導体の 接合部に光が当たると電圧を生じる性質16 pnイ．

， 。記述として， 。 を利用し 太陽光エネルギーを電気エネルギーとして取り出している誤っているものは

太陽電池の出力は直流であり，交流機器の電源として用いる場合は，ロ．

インバータを必要とする。

太陽電池発電設備を一般送配電事業者の系統と連系させる場合は，ハ．

系統連系保護装置を必要とする。

太陽電池を使用して の出力を得るには，一般的に 程度のニ． 1 kW 1 m2

表面積の太陽電池を必要とする。

0

損
失

出力

a

b

0

損
失

出力

a

b

0

損
失

出力

a

b

0

損
失

出力

a

b
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問 い 答 え

送電線に関する記述として 同じ容量の電力を送電する場合，送電電圧が低いほど送電損失が小さ17 ， 。誤っているものは イ．

くなる。

長距離送電の場合，無負荷や軽負荷の場合には受電端電圧が送電端ロ．

電圧よりも高くなる場合がある。

直流送電は，長距離・大電力送電に適しているが，送電端，受電端にハ．

それぞれ交直変換装置が必要となる。

交流電流を流したとき，電線の中心部より外側の方が単位断面積当たりニ．

の電流は大きい。

イ． ロ． ハ． ニ．18 変圧器の結線方法のうち － 結線は。

高調波に関する記述として， 整流器やアーク炉は高調波の発生源となりやすいので，高調波抑制19 誤っているも イ．

対策を検討する必要がある。
のは。

高調波は，進相コンデンサや発電機に過熱などの影響を与えることロ．

がある。

進相コンデンサには高調波対策として，直列リアクトルを設置するハ．

ことが望ましい。

電力系統の電圧，電流に含まれる高調波は，第５次，第７次などのニ．

比較的周波数の低い成分はほとんど無い。

次の機器のうち，高頻度開閉を目的に使用 ．高圧交流負荷開閉器20 イ

されるものは。 ．高圧交流遮断器ロ

．高圧交流電磁接触器ハ

．高圧断路器ニ

高圧架橋ポリエチレン絶縁ビニルシース ．銅導体内部21 イ

ケーブルにおいて，水トリーと呼ばれる樹枝状 ．架橋ポリエチレン絶縁体内部ロ

の劣化が生じる箇所は。 ．ビニルシース内部ハ

．遮へい銅テープ表面ニ
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問 い 答 え

写真に示す機器の名称は。22

．直列リアクトルイ

．高圧交流負荷開閉器ロ

．三相変圧器ハ

．電力需給用計器用変成器ニ

写真に示す機器の用途は。23

．進相コンデンサに接続して投入時の突入電流を抑制する。イ

．高電圧を低電圧に変成する。ロ

．零相電流を検出する。ハ

．大電流を小電流に変成する。ニ

定格電圧 ，定格電流 の単相接地 ． ． ． ．24 250 V 20 A イ ロ ハ ニ

極付きコンセントの標準的な極配置は。

高圧 ケーブルの半導電層の機能は。 絶縁体表面の電位の傾きを均一にする。25 CVT イ．

紫外線から絶縁体を保護する。ロ．

許容電流を増加させる。ハ．

高調波を防止する。ニ．

写真で示す材料の名称は。26

ライティングダクトイ．

トロリーバスダクトロ．

二種金属製線ぴ（レースウェイ）ハ．

プラグインバスダクトニ．

展開した場所のバスダクト工事に関する記述 ．低圧屋内配線の使用電圧が で，接触防護措置を施したので，27 400Vイ

として， 。 ダクトには 種接地工事を施した。誤っているものは D

．低圧屋内配線の使用電圧が で かつ 湿気が多い場所での施設なロ 200 V , ,

ので，屋外用バスダクトを使用し，バスダクト内に水が浸入して溜ま

らないようにした。

．低圧屋内配線の使用電圧が で，接触防護措置を施したので，ハ 200V

ダクトの接地工事を省略した。

．ダクトを造営材に取り付ける際，ダクトの支持点間の距離を としニ 2 m

て施設した。

導体
(銅等)
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問 い 答 え

点検できない隠ぺい場所において，使用電圧 合成樹脂管工事28 イ．

の低圧屋内配線工事を行う場合， 金属ダクト工事400 V 不適切 ロ．

。 金属管工事な工事方法は ハ．

ケーブル工事ニ．

フロア内のケーブル配線にはビニル外装ケーブル以外の電線を使用29 アクセスフロア内の低圧屋内配線等に関す イ．

できない。る記述として， 。不適切なものは

移動電線を引き出すフロアの貫通部分は，移動電線を損傷しないようロ．

適切な処置を施す。

フロア内では，電源ケーブルと弱電流電線が接触しないようセパレータハ．

等による接触防止措置を施す。

分電盤は原則としてフロア内に施設しない。ニ．

問い30から問い34までは，下の図に関する問いである。

図は，自家用電気工作物（ 未満）の引込柱から屋外キュービクル式高圧受電設備に至る施設の見取図である。500 kW

この図に関する各問いには， 通りの答え（ ， ， ， ）が書いてある。それぞれの問いに対して，答えを つ選びなさい。4 1イ ロ ハ ニ

〔注〕 図において，問いに直接関係ない部分等は，省略又は簡略化してある。

２

車道（構内）GL

GL

４

５

１

電 灯盤 動力盤高圧受電盤

①拡大図

３

6 kV CVTケーブル

一般送配電事業者の高圧配電線路
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問 い 答 え

①で示すケーブル終端接続部の名称は。 テープ巻形屋外終端接続部30 イ．

ゴムストレスコーン形屋外終端接続部ロ．

ゴムとう管形屋外終端接続部ハ．

耐塩害屋外終端接続部ニ．

②に示す高圧ケーブルの太さを検討する ．電線の許容電流31 イ

場合に必要のない事項は。 ．電線の短時間耐電流ロ

．電路の地絡電流ハ

．電路の短絡電流ニ

③に示すケーブルの引込口などに，必要 ．火災時の放水，洪水等で容易に水が浸入しないようにする。32 イ

以上の開口部を設けない主な理由は。 ．鳥獣類などの小動物が進入しないようにする。ロ

．ケーブルの外傷を防止する。ハ

ニ．キュービクルの底板の強度を低下させないようにする。

④に示す高圧受電盤内の主遮断装置に，33

200 kW 300 kW 300 kV A 500 kV A限流ヒューズ付高圧交流負荷開閉器を使用で ･ ･イ． ロ． ハ． ニ．

きる受電設備容量の最大値は。

⑤に示す受電設備の維持管理に必要な定期 接地抵抗の測定34 イ．

点検で通常行わないものは。 絶縁抵抗の測定ロ．

保護継電器試験ハ．

絶縁耐力試験ニ．

問 い 答 え

高圧電路の絶縁耐力試験の実施方法に関する 最大使用電圧が の ケーブルを直流 の試験電圧で35 6.9 kV CV 10.35 kVイ．

記述として， 。 実施する。不適切なものは

試験電圧を印加後，連続して 分間に満たない時点で試験電源がロ． 10

停電した場合は，試験電源が復電後，試験電圧を再度連続して

分間印加する。10

一次側 ，二次側 の変圧器の一次側巻線に試験電圧を印加するハ． 6 kV 3 kV

場合，二次側巻線を一括して接地する。

定格電圧 の絶縁抵抗計で，試験前と試験後に絶縁抵抗測定ニ． 1 000 V

を実施する。

電気使用場所における対地電圧が の36 200 V

三相 線式電路の 開閉器又は過電流遮断器3 ，

0.1 0.2 0.4 1.0で区切ることのできる電路ごとに 電線相互， イ． ロ． ハ． ニ．

間及び電路と大地との間の絶縁抵抗の最小限

度値［ ］は。MW
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問 い 答 え

自家用電気工作物として施設する電路又は 高圧電路に施設する外箱のない変圧器の鉄心37 イ．

機器について， 種接地工事を施さなければ 定格電圧 の電動機の鉄台D 400 Vロ．

ならないものは。 の変圧器の低圧側の中性点ハ．6.6 kV / 210 V

高圧計器用変成器の二次側電路ニ．

電気工事業の業務の適正化に関する法律に 認定電気工事従事者認定証の交付を受け，かつ，電気工事に関し 年38 1イ．

おいて，登録電気工事業者は一般用電気工作 の実務経験を有する者

物に係る電気工事の業務を行う営業所ごとに 第二種電気工事士免状の交付を受け，かつ，電気工事に関し 年の， ロ． 2

主任電気工事士を置かなければならない。 実務経験を有する者

主任電気工事士の要件として 第一種電気工事士免状の交付を受けている者，正しいものは ハ．。

第三種電気主任技術者免状の交付を受けている者ニ．

電気工事士法において，第一種電気工事士 ．第一種電気工事士試験に合格しても所定の実務経験がないと第一種39 イ

に関する記述として， 電気工事士免状は交付されない。誤っているものは。

．自家用電気工作物で最大電力 未満の需要設備の電気工事のロ 500 kW

作業に従事するときは，第一種電気工事士免状を携帯しなければ

ならない。

．第一種電気工事士免状の交付を受けた日から 年以内に，自家用ハ 5

電気工作物の保安に関する講習を受けなければならない。

．自家用電気工作物で最大電力 未満の需要設備の非常用予備ニ 500 kW

発電装置工事の作業に従事することができる。

電気設備に関する技術基準において，交流 ． を超え 以下40 600 V 7 000 Vイ

電圧の高圧の範囲は。 ． を超え 以下ロ 750 V 7 000 V

． を超え 以下ハ 600 V 10 000 V

． を超え 以下ニ 750 V 10 000 V
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（問題数 ，配点は 問当たり 点）問題２．配線図 10 1 2

図は，高圧受電設備の単線結線図である。この図の矢印で示す 箇所に関する各問いには， 通りの答え（ ）が書い10 4 イ，ロ，ハ，ニ

てある。それぞれの問いに対して，答えを１つ選びなさい。

〔注〕 図において，問いに直接関係のない部分等は，省略又は簡略化してある。
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問 い 答 え

①で示す機器に関する記述として， ．零相電圧を検出する。41 正しい イ

。 ．異常電圧を検出する。ものは ロ

．短絡電流を検出する。ハ

．零相電流を検出する。ニ

イ． ロ． ハ． ニ．42 ②に設置する機器の図記号は。

43 VCT LBS VCB UVR③で示す機器の略号は。 イ． ロ． ハ． ニ．

④で示す機器に関する記述で， ．負荷電流を遮断してはならない。44 正しいもの イ

。 ．過負荷電流及び短絡電流を自動的に遮断する。は ロ

．過負荷電流は遮断できるが，短絡電流は遮断できない。ハ

．電路に地絡が生じた場合，電路を自動的に遮断する。ニ

イ． ロ．45 ⑤に設置する機器は。

ハ． ニ．

正し46 図中の に入る図記号の組合せで，

。いものは

6a 6b

EA

EB

イ

EA

ED

ロ

ED

ED

ハ

ED

EA

ニ

6a

6b
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問 い 答 え

イ． ロ． ハ． ニ．47 ⑦の部分に設置する機器の図記号の組合せ

正しいものは。で，

イ． ロ． ハ． ニ．48 ⑧の機器で使用するヒューズは。

50 100 200 300
49 ⑨の部分に使用できる変圧器の最大容量

イ． ロ． ハ． ニ．
［ ･ ］は。kV A

イ． ロ．50 ⑩に設置する機器と台数は。

（ 台） （ 台）3 3

ハ． ニ．

（ 台） （ 台）1 1

HzW Wh V W cosj Wh Hz


